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審
議
し
た
主
な
議
案

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
す
る
理
由
は
、
市
民
生
活
が

大
変
に
な
る
な
か
、
支
援
が
不
十
分

だ
か
ら
で
あ
る
。
特
に
年
少
扶
養
控

除
廃
止
に
よ
る
負
担
増
を
放
置
し
た

こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
ま
た
大
規
模

事
業
は
聖
域
に
し
な
が
ら
、
危
機
的

財
政
状
況
と
受
益
者
負
担
と
民
間
委

託
化
の
流
れ
が
強
め
ら
れ
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
小
学
校
給
食
の
民
間
委

託
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
財
政
効

果
が
上
が
ら
ず
、
衛
生
管
理
や
調
理

体
制
の
不
安
定
さ
に
問
題
が
あ
る
。

ま
た
進
め
方
で
も
、
労
使
合
意
優
先

で
、
市
民
に
説
明
せ
ず
結
論
を
押
し

付
け
る
問
題
が
あ
り
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

小
金
井
市
の
燃
や
す
ご
み
の
処
理

及
び
最
終
処
分
に
関
し
、
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
自
治
体
及
び
周
辺
住
民

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

歳
入
総
額
が
約　

億
１
千
万
円
、

３７９

歳
出
総
額
が
約　

億
９
千
万
円
で
、

３６４

縮
減
さ
れ
た
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ
る
が
、
行

財
政
改
革
の
取
組
の
成
果
が
表
わ
れ

て
い
る
。

　

市
民
待
望
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

開
館
、
行
財
政
改
革
推
進
の
た
め
の

行
政
診
断
、
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
等
、
市
民
生
活
に
活
力

を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

平
成　

年
度
は
危
機
的
財
政
状
況

２４

を
背
景
に
、
限
ら
れ
た
予
算
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
と
し
て

編
成
さ
れ
、
執
行
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
あ
っ
て
も
、
防

災
・
が
ん
予
防
・
文
化
・
商
業
活
性

化
策
と
い
っ
た
必
要
不
可
欠
な
施
策

が
い
く
つ
も
実
行
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
評
価
を
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
本
市
に
お
け
る
山
積
さ
れ

た
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、
今

後
数
年
間
は
、
よ
り
一
層
の
緊
張
感

を
も
っ
た
財
政
運
営
を
し
つ
つ
将
来

に
向
け
た
準
備
を
確
実
に
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

 　

９
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会（
紀
由
紀
子
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
及
び　

日
の

１８

２４

２
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
認
証
保
育

所
２
か
所
の
開
所
に
伴
う
運
営
費
補

助
の
た
め
の
「
認
証
保
育
所
運
営
に

要
す
る
経
費
」（
７
千　

万
７
千
円
）、

４２１

平
成　

年
度
に
オ
ー
プ
ン
す
る
（
仮

２６

称
）
貫
井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー
の
備

品
整
備
の
た
め
の
「（
仮
称
）
貫
井
北

町
地
域
セ
ン
タ
ー
建
設
に
要
す
る
経

費
」（
２
千　

万
７
千
円
）及
び「（
仮

２２０

称
）
貫
井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー
図
書

館
分
室
開
設
事
業
に
要
す
る
経
費
」

（
千　

万
５
千
円
）
な
ど
で
す
。

９３２

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２４

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

本
予
算
に
賛
成
す
る
が
、
以
下
の

点
で
問
題
が
あ
る
。
中
央
線
高
架
下

の
認
証
保
育
所
の
開
設
は
、
子
ど
も

の
発
達
に
は
よ
い
環
境
と
は
言
え
ず

反
対
で
あ
る
。
場
所
を
含
め
て
運
営

主
体
と
協
議
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

市
民
生
活
が
厳
し
い
と
き
に
、
市
民

の
要
望
に
応
え
る
予
算
編
成
と
い
う

点
で
不
十
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
仮

称
）
貫
井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー
の
開

設
の
た
め
開
設
準
備
経
費
が
提
案
さ

れ
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
補
助
金

は
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
費
と
し

て
ほ
と
ん
ど
流
れ
る
。
何
の
た
め
の

市
民
協
働
か
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計 

２５

補
正
予
算
（
第
２
回
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

賛
成
す
る
理
由
の
第
一
は
、
増
え

続
け
る
保
育
所
待
機
児
童
解
消
を
目

指
し
て
「
学
芸
の
森
保
育
所
」
と
Ｊ

Ｒ
東
小
金
井
駅
西
側
の
高
架
下
利
用

の
保
育
所
の
２
か
所
を
、
認
証
保
育

所
と
し
て
開
設
す
る
た
め
の
予
算
。

第
二
は
、
市
民
待
望
の
「（
仮
称
）
貫

井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー
」
建
設
に
要

す
る
備
品
購
入
費
と
図
書
館
分
館
開

設
に
要
す
る
経
費
を
含
む
予
算
。
第

三
は
、
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の

胃
が
ん
検
診
委
託
料
や
、
本
年
４
月

よ
り
定
期
接
種
化
さ
れ
た
各
種
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
算
な
ど
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
必
要
な
予
算
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

市
内　

％
の
家
庭
が
就
学
援
助
を

１０

受
け
て
い
る
。
子
ど
も
の
貧
困
や
教

育
格
差
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
、
国

が
生
活
保
護
基
準
を
改
定
し
て
も
影

響
が
出
な
い
よ
う
、
自
治
体
が
手
立

て
す
べ
き
。
小
学
校
給
食
調
理
が
い

き
な
り
５
校
民
間
委
託
さ
れ
る
。
財

政
調
整
基
金
９
千
万
円
か
ら
７
千　
７９５

万
円
を
取
り
崩
す
。
正
規
職
員
数
か

ら
試
算
す
る
と
委
託
校
は
３
か
ら
４

校
で
済
み
、
財
調
は
１
億
５
千
万
円

か
ら
３
億
１
千
万
円
程
節
約
が
可
能
。

財
政
効
果
も
４
千
万
円
で
は
な
く
実

質
は
千　

万
円
程
。
委
託
の
決
定
に

６００

市
民
参
加
が
欠
け
た
こ
と
も
問
題
だ
。

 　

９
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２４

算
特
別
委
員
会（
紀
由
紀
子
委
員
長
）

に
付
託
し
、
同
日
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
た
め
の

「
収
納
事
務
に
要
す
る
経
費
」（　

万
１５６

円
）、（
仮
称
）
貫
井
北
町
地
域
セ
ン

タ
ー
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
早
期
自

平
成　

年
度
一
般
会
計

２５

補
正
予
算
（
第
３
回
）

立
を
援
助
す
る
た
め
の
「
そ
の
他
公

民
館
事
業
に
要
す
る
経
費
」（　

万
１０７

円
）
な
ど
で
す
。

　

９
月　

日
の
委
員
会
審
査
後
の
本

２４

会
議
で
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起

立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　
（
仮
称
）貫
井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー

に
係
る
項
目
に
賛
成
で
き
な
い
。
市

が
支
援
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、

そ
こ
に
委
託
す
る
先
進
的
な
取
組
に

は
期
待
し
て
い
る
。
た
だ
し
プ
ロ
セ

ス
が
お
か
し
い
。
本
議
案
は
来
年
４

月
開
館
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
固
執
す

る
あ
ま
り
、
登
記
や
設
立
初
期
時
の

事
務
作
業
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委

託
す
る
た
め
の
補
助
金
で
あ
る
。
市

民
に
広
く
理
事
・
会
員
を
公
募
し
て

立
ち
上
げ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
か
ら
こ
そ
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
共
有
し
事
業
計
画

を
立
て
る
点
に
は
時
間
を
か
け
て
や

る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　
（
仮
称
）貫
井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー

は
、
市
の
主
導
と
は
い
え
、
直
営
で

は
な
く
市
民
や
専
門
家
に
よ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
設
立
の
運
営
と
な
る
。
本
補

正
は
こ
の
法
人
設
立
等
に
必
要
な
予

算
で
あ
り
、
財
政
難
で
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
い
う
点
で
は
、
直
営
と

比
べ
て
約
２
千
万
円
の
財
政
効
果
、

図
書
館
の
開
館
日
は
年
間　

日
、
開

５２

館
時
間
は
一
日
３
時
間
の
拡
大
と
な

り
新
た
な
運
営
は
市
民
要
望
に
か
な

っ
た
内
容
と
い
え
る
。
口
座
振
替
受

付
サ
ー
ビ
ス
導
入
予
算
と
同
じ
く
平

成　

年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
事
業

２６
に
は
必
須
の
予
算
計
上
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

市
民
参
加
と
市
民
協
働
、
行
政
改

革
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行
政

主
導
で
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
自
然

発
生
的
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
性
格
が
異
な
る
。

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
お
い
て
も
理
事
会
が

自
主
的
に
運
営
方
針
や
活
動
計
画
を

検
討
す
る
委
員
会
を
設
立
す
る
等
の

自
立
に
向
け
た
動
き
も
出
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
自
立
を
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
独
自
に
様
々
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
得
る
組
織
に
成
長
す
る
と
と

も
に
今
後
の
市
民
協
働
、
公
民
連
携

の
良
き
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
市
議
会

の
立
場
か
ら
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
大
三
（
み
ん
な
の
党
）

　

来
年
４
月
開
館
の
（
仮
称
）
貫
井

北
町
地
域
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
託
先

と
な
る
「
市
民
が
つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

の
早
期
自
立
を
促
す
補
助
金
を
内
容

と
す
る
予
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

一
方
、
教
育
委
員
会
の
説
明
に
よ
れ

ば
、
補
助
金
の
大
半
は
主
と
し
て
人

件
費
と
し
て
外
部
団
体
（
社
会
福
祉

協
議
会
）
に
収
入
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。「
早
期
自
立
」と
い
う
補

助
目
的
に
反
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
十
分
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
と
調
整
し
、

補
助
目
的
が
十
分
に
達
成
さ
れ
る
よ

う
な
使
途
に
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　
（
仮
称
）貫
井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
趣
意

書
に
は
「
市
民
の
力
を
合
わ
せ
て
こ

れ
ま
で
の
小
金
井
の
図
書
館
の
歴
史

と
実
績
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
る
。

ま
た
公
民
館
に
お
い
て
も
市
民
と
行

政
が
協
力
し
て
運
営
し
て
き
た
長
い

伝
統
を
活
か
し
て
新
し
い
時
代
に
対

応
し
た
市
民
協
働
の
場
と
す
る
」
と

あ
る
。
こ
の
機
に
、
市
民
協
働
の
契

約
、
協
定
、
仕
様
書
づ
く
り
な
ど
制

度
設
計
を
進
め
る
べ
き
。
単
な
る
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
の
行
革
で
は
な
く
、
市

民
協
働
と
い
う
新
し
い
制
度
を
つ
く

る
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
望
む
。

審
議
し
た
主
な
議
案

　

９
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
長
を
除
い
た
全
議
員
で
構
成
す
る

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
審
査
は
、
９
月　

日
、

２６

　

日
、　

月
３
日
、
７
日
及
び　

日

２７

１０

１５

の
計
５
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
審

査
時
間
は
合
計
で
約　

時
間
（
休
憩

３７

時
間
を
含
ま
な
い
）
に
及
び
ま
し
た
。

　

審
議
し
た
主
な
内
容
は
、
人
件
費

（　

億
９
千　

万
８
千
円
）、
庁
舎

６７

６７６

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
（
１
億
３

千　

万
８
千
円
）、
芸
術
文
化
施
策

５０５
に
要
す
る
経
費
（
２
億
３
千　

万
４

１９６

千
円
）、
生
活
保
護
扶
助
に
要
す
る

経
費
（　

億　

万
２
千
円
）、
資
源
ご

２９

２２

み
回
収
に
要
す
る
経
費
（
４
億
２
千

　

万
５
千
円
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

８３０ス
に
要
す
る
経
費
（
３
千　

万
１
千

２４

円
）、
市
街
地
再
開
発
等
の
事
業
に

要
す
る
経
費
（　

万
９
千
円
）、
奨
学

３５７

資
金
に
要
す
る
経
費（　

万
８
千
円
）、

２７８

学
校
施
設
整
備
に
要
す
る
経
費
（
１

億
３
千　

万
２
千
円
）、
放
課
後
子

５８１

ど
も
プ
ラ
ン
事
業
に
要
す
る
経
費

（　

万
２
千
円
）
な
ど
で
す
。

８９８

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１０

１５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
認

定
し
ま
し
た
。

一般会計歳入・歳出決算の内訳

※円グラフの構成率は、合計１００％になるよう端数の調整をしています。

歳  入
379億
1294万円

歳  出
364億
8814万円

民生費
149億4372万円
41.0%

その他
4億1972万円
1.1%

市税
198億8541万円
52.5%

議会費
3億7142万円
1.0%

衛生費
44億9007万円
12.3%

都支出金
46億6739万円
12.3%

国庫支出金
46億4312万円
12.2%

市債
16億2700万円
4.3%

使用料及び手数料
9億175万円
2.4% その他

61億8827万円
16.3%

総務費
44億2771万円
12.1%

土木費
38億699万円
10.4%

教育費
35億9216万円
9.9%

公債費
28億9096万円
7.9%

消防費
15億4539万円
4.3%

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

２４

決
算
の
認
定
に
つ
い
て


